
文
月
に

思
う

７
月
に
入
り
10
日
ほ
ど
過
ぎ
た

今
日
、
梅
雨
も
あ
け
て
い
な
い
状

況
で
、
記
録
的
な
高
気
温
と
高
湿

度
の
毎
日
、
梅
雨
明
け
前
に
「
夏

バ
テ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
先
ず
は
十
分

な
睡
眠
を
お
取
り
い
た
だ
く
こ
と

や
水
分
補
給
に
ご
留
意
い
た
だ
き

お
過
ご
し
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
３
日
に
は
本
県
三
偉
人

の
一
人
「
渋
沢
栄
一
翁
」
の
肖
像

が
採
用
さ
れ
た
一
万
円
札
の
新
紙

幣
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
の

６
月
議
会
閉
会
日
に
は
、
議
事
終

了
の
挨
拶
時
に
大
野
知
事
、
齊
藤

議
長
が
、
渋
沢
栄
一
翁
の
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
で
あ
る
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト

を
着
用
し
、
県
当
局
・
議
会
が
一

体
と
な
り
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
を
表
し
ま
し
た
。
本
会

議
場
で
は
「
帽
子
」
を
着
用
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
規
則
が
あ
り

ま
す
が
、
朝
の
議
会
運
営
委
員
会

で
「
特
例
」
と
し
て
実
施
決
定
と

い
う
裏
話
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
出
来
事
を
祝
す
る
だ
け
で
な
く
、

本
県
経
済
の
更
な
る
発
展
へ
と
結

べ
る
よ
う
に
、
議
会
も
当
局
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
月
定
例
会
報
告

県
議
会
６
月
定
例
会(

６
月
１

７
～
７
月
５
日)

は
、
自
民
党
県

議
団
提
案
の
「
再
生
資
源
物
を

適
正
保
管
す
る
ヤ
ー
ド
対
策
条

例
」
や
、
国
土
交
通
省
で
、
道

路
局
環
境
安
全
・
防
災
課
長
を

務
め
た
、
伊
藤

高(
た
か
し)

副

知
事
を
新
た
に
起
用
す
る
人
事

案
、
２
月
定
例
会
か
ら
継
続
審

議
と
な
っ
て
い
た
「
第
４
期
埼

玉
県
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の

策
定
な
ど
、
意
見
書
１
３
件
を

含
む
計
２
１
議
案
を
可
決
・
同

意
・
承
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
毎
議
会
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
補
正
予
算
を
組
ん

で
対
応
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
昨
年
５

月
に
感
染
症
法
上
の
５
類
へ
移

行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
久
し
ぶ

り
に
補
正
予
算
審
議
の
無
い
落

ち
着
い
た
６
月
定
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

提
案
に
よ
る

「
埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外

保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」

県
内
各
地
で
急
増
し
て
い
る

再
生
資
源
の
保
管
場
所(

ス
ク
ラ
ッ

プ
ヤ
ー
ド)

に
お
け
る
、
再
生
資

源
物
の
保
管
や
処
理
に
つ
い
て

必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
で
、

県
民
生
活
の
安
全
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
検

討
を
重
ね
て
き
た
ヤ
ー
ド
条
例

が
、
議
会
最
終
日
に
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
で
は
、
事
業
場

面
積
１
０
０
㎡
以
上
の
事
業
者

は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
、

無
許
可
で
の
営
業
や
知
事
の
命

令
処
分
に
反
し
た
者
へ
の
罰
則

規
定(

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金)
も
設

け
ま
し
た
。
国
に
よ
る
法
整
備

が
実
現
さ
れ
な
い
中
で
、
同
様

の
条
例
が
、
千
葉
県
で
は
本
年

４
月
に
、
さ
い
た
ま
市
で
も
２

月
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
千

葉
県
か
ら
の

事
業
者
流
入

に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め

に
も
必
要
な

条
例
と
考
え

ま
す
。
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な
か
や
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一

最新情報はこちらから！

なかやしきの思い！ ― 注目ポイントは！―
東松山鴻巣線

東松山と本市を結ぶ県道東松山鴻巣線。吉見や東松

山においては、工事もかなり進んで令和７年以降に両

区域は全て供用が開始される見込みとなっている。課題は、写真⑦⑧

⑨に示している、川幅日本一の荒川の横堤区間から本市で上尾道路

と接続する予定地までが未だ事業化に至っていない事。特に横堤区間

については、都市計画も未だ決定されていない。国の管理する区間で

あることや吉見総合運動公園の一部であることも難しさを助長するが、

県は取り組みに注力し、至急都市計画の変更へと進めてもらいたい。

祝

本路線は、東松山市内の国道２５４号、国
道４０７号と鴻巣市内の国道１７号を東西に
つなぐ幹線道路で、国が整備を進めている
国道１７号上尾道路とも接続する重要な路
線となることから４車線化を推進している。

８

８
９

９

７

７

都市計画未決定区間

埼玉県ヤード対策条例

令和７年１月１日 施行

新一万円札発行



令和６年（２０２４年） チャレンジ通信 ８０号

行田蓮田線(郷地) 自転車歩行者道整備

歩道が途切れているため歩行者にとって危険な状況となっ
ています。このため歩行者の安全確保に向けて歩道整備
を行います。

鴻巣川島線(鴻巣立体) 道路改築

鎌塚鴻巣線(宮前) 自転車歩行者道整備

さいたま鴻巣線(原馬室) 自転車歩行者道整備

鴻巣羽生線(広田) 交通安全施設設備事業

通学路である歩道が狭小
のため、児童等の安全確
保に向けて歩道整備を行
います。

仲仙道線(雷電) 街路改良事業

仲仙道線(雷電） 街路整備

さいたま鴻巣線(原馬室) 交通安全事業

行田東松山線(榛名陸橋) 橋りょう修繕

【工事概要】
落橋防止装置設置、
橋脚コンクリート巻立て

内田ヶ谷鴻巣線(生出塚) 舗装修繕

北根菖蒲線(関新田） 舗装修繕

鴻巣羽生線(屈巣) 舗装修繕

鴻巣羽生線(屈巣） 道路環境整備(側溝修繕)

【工事概要】側溝蓋受部調整、蓋取替

北根菖蒲線(新井) 道路環境整備(防草対策）

元荒川 河川改修

野通川 河川改修(水辺）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

仲仙道線（雷電工区）街路改良事業

一級河川元荒川（仮称）川面調整池 治水対策事業

なかやしきの思い！ ― 注目ポイントは！―
(仮称)元荒川川面調節池

令和元年東日本台風襲来時に、市内の元荒川沿川地域で溢水による

浸水被害が多数発生した。その後、河道の浚渫や護岸の嵩上げ工事

などにより対策を講じてきた。護岸の工事は今後も継続するが、しかし、昨今のゲ

リラ豪雨などを踏まえると、対策はまだ不十分。元荒川本川に沿川流域から一気に

大量な水が流れ込まないようにする手立てが必要。面積約３７ha、容量約４０万㎥

という(仮称)川面調節池治水対策事業が始まった。令和６年度に入り

改めて地元への説明会を開いた。地域の理解を得る努力を継続しつつ

設計業務等の新たな段階へと歩を進めていく。

※令和6年度当初予算 ６ ７

・環境調査業務委託

（本川含む）
・基本設計業務委託

・用地測量業務委託

１７号国道までの市道整備の令和５
年度完成に伴い、中山道北側に右折
避譲帯を整備。令和６年度は対象区間
の無電柱化に向けて事業を進める。

■ 調整池計画範囲
面積：約３７ｈａ

容量：約４０万㎥


